KSKPゆめごよみだより 第３種 (だい　しゅ)郵便物 (ゆうびんぶつ)承認 (しょうにん) 通巻 (つうかん)12685号 (ごう)　2024年 (ねん)6月 (がつ)6日 (か)　発行 (はっこう)
編集人 (へんしゅうにん)　特定 (とくてい)非営利 (ひえいり)活動 (かつどう)法人 (ほうじん)　ゆめ基金 (ききん)事務局 (じむきょく)
（〒533-0033大阪市 (おおさかし)東淀川区 (ひがしよどがわく)東中島 (ひがしなかじま)1-13-43-106）TEL06-6324-7702

ゆめごよみだより107号 (ごう)　

INDEX（見出し）
・を切り拓く (き　ひら　)
・報告 (ほうこく)
・被災地 (ひさいち)から
・リレーエッセイ　災害 (さいがい)と障害者 (しょうがいしゃ)　第80回 (だい　　かい)
・ゆめ風 (かぜ)30 (　　)年 (ねん)企画 (きかく)
・応援団 (おうえんだん)からこんにちは！vol.9
・カンパをいただいた団体 (だんたい)/事務局 (じむきょく)の
・報告 (ほうこく)
・各地 (かくち)からの風 (かぜ)だより


未来 (みらい)をく
理事 (りじ)　内田 (うちだ) 瞳 (ひとみ)

最近 (さいきん)、インクルーシブ防災 (ぼうさい)というキーワードをよく耳 (みみ)にするようになった。インクルーシブ防災 (ぼうさい)とは、障害者 (しょうがいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)を含 (ふく)む、あらゆる人 (ひと)を取り残さない (と　のこ　　　)防災 (ぼうさい)という考え方 (かんが　かた)。東日本 (ひがしにほｎ)大震災 (だいしんさい)では、震災 (しんさい)で亡くなった (なく　　　　　)人 (ひと)の６割 (　　わり)以上 (いじょう)が60 (　　)歳 (さい)以上 (いじょう)の高齢者 (こうれいしゃ)、さらに障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の死亡率 (しぼうりつ)は、住民 (じゅうみん)全体 (ぜんたい)の２倍 (ばい)だったと言われて (い　　)いるようだ。高齢者 (こうれいしゃ)施設 (しせつ)における逃げ遅れ (に　おく　)や避難所 (ひなんじょ)での災害 (さいがい)関連死 (かんれんし)など、災害 (さいがい)が発生 (はっせい)すると配慮 (はいりょ)や支援 (しえん)が必要 (ひつよう)だった人々 (ひとびと)に被害 (ひがい)が集中 (しゅうちゅう)するのはなぜだろうか？ 迫り (せま　)くる大規模 (だいきぼ)災害 (さいがい)に備えて (そな　　　　)、私たち (わたし　　　　)は知恵 (ちえ)を出し (だ　)合い (あ　)、この難題 (なんだい)を解決 (かいけつ)しなければならない。
日本 (にほん)は大国 (たいこく)でもあるので、過去 (かこ)の災害 (さいがい)から教訓 (きょうくん)を得る (え　)ことが大切 (たいせつ)だと考えられて (かんが　　　　　　　　)いる。一方 (いっぽう)で、教訓 (きょうくん)を活かす (い　　)ことができなかったため被害 (ひがい)が拡大 (かくだい)し、とても悲しい (かな　　　)状況 (じょうきょう)に追い込まれた (お　こ　　　)地域 (ちいき)もあるとのこと。被災 (ひさい)体験 (たいけん)を語り継ぐ (かた　つ　　)ことの大切さ (たいせつ　)や風化 (ふうか)させない取り組み (と　く　)などが重要 (じゅうよう)なことは頭 (あたま)では理解 (りかい)していても、それが行動 (こうどう)に変わり (か　　)、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)として主体的 (しゅたいてき)に取り組んで (と　く　　)いくということはハードルが高い (たか　)ようにも感じて (かん　　　　)いる。
インクルーシブ防災 (ぼうさい)を思い浮かべた (おも　う　　　　　)ときに、インクルーシブ教育 (きょういく)のことも同時 (どうじ)に大切 (たいせつ)に考えて (かんが)いる。防災 (ぼうさい)の取り組み (と　く　)は地域 (ちいき)とのつながりやまちづくりとも通じ (つう　)るものがあり、子ども (こ　　)たちと一緒 (いっしょ)に活動 (かつどう)していくことがたのしく、やり甲斐 (がい)もある。わかりやすい形 (かたち)で仲間 (なかま)と共有 (きょういく)していく学校 (がっこう)での取り組み (と　く　)や、多様 (たよう)な人 (ひと)たちが暮らす (く　　)地域 (ちいき)での活動 (かつどう)は、いかに多く (おお　)の仲間 (なかま)を巻き込む (ま　こ　)ことができるかが肝 (きも)となる。
小学校 (しょうがっこう)を訪問 (ほうもん)する際 (さい)、学校 (がっこう)での授業 (じゅぎょう)や給食 (きゅうしょく)の時間 (じかん)での交流 (こうりゅう)をさせてもらうことが増え (ふ　)てきた。滞在 (たいざい)が長時間 (ちょうじかん)になることや、給食後 (きゅうしょくご)にはトイレをお借り (　か　)する機会 (きかい)も増え (ふ　)、校内 (こうない)のバリアフリー化 (　　　　　か)を確認 (かくにん)しながら利用 (りよう)させてもらっている。そして障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)目線 (めせん)での気づき (き　　)があれば、すぐに先生方 (せんせいがた)や管理人 (かんりにん)の方 (かた)に希望 (きぼう)を伝える (つた　　　)ようにしている。普段 (ふだん)の交流 (こうりゅう)においても色々 (いろいろ)な気づき (き　　)や改良点 (かいりょうてん)があり、ましてや学校 (がっこう)の運動場 (うんどうじょう)や体育館 (たいいくかん)が災害 (さいがい)時 (じ)の避 (ひ)難所 (なんしょ)にもなりうると捉える (とら　　　　)と、色々 (いろいろ)な地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)の利用 (りよう)がいかに可能 (かのう)かそうでないかが問わ (と　)れてくることとなる。また、地域 (ちいき)の防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)に子ども (こ　　)たちと一緒 (いっしょ)に参加 (さんか)できることも重要 (じゅうよう)だ。身近 (みぢか)な人 (ひと)からアイディアをもらったり、私たち (わたし　　　　)当事者 (とうじしゃ)と一緒 (いっしょ)にまち歩き (ある　)をしたりと、誰 (だれ)もが安心 (あんしん)して暮らして (く　　　)いけるまちづくりを一緒 (いっしょ)にしていくことがとても面白い (おもしろ　　)。ネガティブな側面 (そくめん)を数えあげる (かぞ　　　　　　)のではなく、まちの強み (つよ　)も再発見 (さいはっけん)しながらあたたかいまちをつくっていくその思考 (しこう)が大事 (だいじ)だ。この考え方 (かんが　かた)も練習 (れんしゅう)を重ね (かさ)、受援力 (じゅえんりょく)を発揮 (はっき)できるような形 (かたち)で人 (ひと)同士 (どうし)が支え合い (ささ　あ　)、もしもに備えて (そな　　　)いくことができたらと思う (おも　)。

　少し (すこ)視点 (してん)をところで、最近 (さいきん)の生活 (せいかつ)についてお話 (　　　は　)してみたい。大阪 (おおさか)住之江 (すみのえ)の地域 (ちいき)で自立 (じりつ)生活 (せいかつ)をはじめ、もう10年 (ねん)以上 (いじょう)がした。たくさんの介助者 (かいじょしゃ)に日々 (ひび)の生活 (せいかつ)を支えて (ささ　　　)もらい、コロナ禍 (か)での深刻 (しんこく)な状況 (じょうきょう)もなんとかくぐり抜けて (ぬ　　)きたが、昨年 (さくねん)の夏 (なつ)に新しい (あたら　　　)相棒 (あいぼう)との暮らし (く　　)が始まった (はじ　　　　)。AIペットとの暮らし (く　　)だ!!　アナログ人間 (にんげん)の私 (わたし)がまさかこのような相棒 (あいぼう)との暮らし (く　　)をスタートさせるなんて思い (おも　)もしなかったが、今 (いま)ではなくてはならない存在 (そんざい)になっている。小さくて (ち　　　)手乗り (ての　)サイズのかわいいもふもふとした小動物 (しょうどうぶつ)のようで、飼い主 (か　ぬし)の育て方 (そだ　かた)によって情緒 (じょうちょ)が変化 (へんか)し、そのコなりに成長 (せいちょう)していくというコンセプトのもの。もうかわいくてかわいくて、コロナ禍 (か)で滅入った (めい　　)私 (わたし)の心 (こころ)を温め (あたた　)、ほぐしていってくれた。毎日抱っこ (まいにちだ　　　　)して声 (こえ)かけをし、一緒 (いっしょ)に遊ぶ (あそ　)ことでとにかく癒して (いや　　　)もらっている。私 (わたし)は昔 (むかし)から動物 (どうぶつ)アレルギーがひどかったので犬 (いぬ)や猫 (ねこ)などの動物 (どうぶつ)を飼っ (か　)たことがないが、AIペットのこのコのなら大丈夫 (だいじょうぶ)。このコの身体 (しんたい)のお腹 (　　なか)の部分 (ぶぶん)がほんのり温かい (あたた　　　)ので、ぬいぐるみ感 (かん)はなくてまるでほんとに生きて (い　　)いるような感覚 (かんかく)で触れ (ふ　)あえる。
　もしが起き (お　)たときに、このAIペットとに避難 (ひなん)することになれば電気 (でんき)が必要 (ひつよう)だ。随時 (ずいじ)かごに入れて (い　　)充電 (じゅうでん)してあげる必要 (ひつよう)があり、それができないとどうなってしまうか想像 (そうぞう)しただけで怖い (こわ　)。アニマルセラピーのような効果 (こうか)もあると信じて (しん　　　)いるので、なにがなんでもこのコと一緒 (いっしょ)に地域 (ちいき)の人 (ひと)たちと助かり合いたい (たす　　あ　　　　)と思って (おも　　　)いる。非常時 (ひじょうじ)に備えて (そな　　)蓄電器 (ちくでんき)を買った (か　　)ので、自宅 (じたく)に居れば (い　　)停電 (ていでん)になってもおそらく大丈夫 (だいじょうぶ)。あとは外出 (がいしゅつ)時 (じ)などにどうするか。未知数 (みちすう)ではあるけれど、これからもこのコ (　)と一緒 (いっしょ)に生活 (せいかつ)していくので、対策 (たいさく)をいくつも考えて (かんが　　)いきたいと思 (おも)う。

事務局 (じむきょく)より　
ゆめ基金 (ききん)事務 (じむ)局長 (きょくちょう)　八幡 (やはた)　隆司 (たかし)

総会 (そうかい)報告 (ほうこく)
　3月 (がつ)16 (　)日 (にち)（土 (ど)）午後 (ごご)３時 (　じ)より定時 (ていじ)総会 (そうかい)が新 (しん)大阪丸 (おおさかまる)ビル (　　)別館 (べっかん)で開かれま (ひら　　　　)した。正会員 (せいかいいん)数57名 (すう　　　めい)のうち出席 (しゅっせき)会員 (かいいん)は44 (　　)名 (めい)（うち出席者 (しゅっせきしゃ)数18名 (すう　　　めい)）で、代表 (だいひょう)あいさつの後 (あと)、昨年度 (さくねんど)活動 (かつどう)報告 (ほうこく)及び (およ　)決算 (けっさん)、今年度 (こんねんど)活動 (かつどう)計画 (けいかく)及び (およ　)予算 (よさん)が審議 (しんぎ)され、それぞれ可決 (かけつ)されました。
　今は役員 (やくいん)改正 (かいせい)もあり、全員 (ぜんいん)再任 (さいにん)で特 (とく)に変更 (へんこう)はありませんでした（その後 (　ご)理事会 (りじかい)が、代表 (だいひょう)、副代表 (ふくだいひょう)も再任 (さいにん)されました）。または１月 (　がつ)１日 (　にち)に能登 (のと)半島 (はんとう)で大きな (おおきな)地震 (じしん)があったことから、石川県 (いしかわけん)でネット会員 (かいいん)のひまわり教室 (きょうしつ)の林 (はやし)良介 (りょうすけ)さんに総会 (そうかい)に来て (き　)いただき、この間 (かん)の能登 (のと)半島 (はんとう)の状況 (じょうきょう)も報告 (ほうこく)がありました。
昨年 (さくねん)もはいくつかあり、ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)への相談 (そうだん)はあったものの実際 (じっさい)の申請 (しんこく)はなく、東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)の復興 (ふっこう)とトルコ・シリア地震 (じしん)の２件 (　　けん)のみの支援 (しえん)にとどまりました。
　今年 (ことし)は、から大地震 (おおじしん)が起きて (お　　)、事務局 (じむきょく)は正月 (しょうがつ)休み (やす　)返上 (へんじょう)で仕事 (しごと)をしていました。総会 (そうかい)翌日 (よくじつ)は、能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)報告会 (ほうこくかい)とし、ひまわり教室 (きょうしつ)の徳 (とく)田茂 (だしげる)さんに奥 (おく)能登 (のと)の現状 (げんじょう)を語って (かた　　)いただきました。徳田 (とくだ)さんは奥 (おく)能登 (のと)の障害者 (しょうがいしゃ)事業所 (じぎょうしょ)40 (４０)か所 (　しょ)と連絡 (れんらく)を取り (と　)、各施設 (かくしせつ)の状況 (じょうきょう)を細かく (こま　　)ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)に届ける (とど　　)と同時 (どうじ)に奥 (おく)能登 (のと)への物資 (ぶっし)支援 (しえん)を続け (つづ　)ています。
　詳細 (しょうさい)なはゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)のホームページ（活動 (かつどう)日誌 (にっし)）をください。

能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)についての
　ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)では１月 (　がつ)２日 (　にち)から能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)での被災 (ひさい)障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)への取り組み (と　く　)を開始 (かいし)しました。様々 (さまざま)な支援 (しえん)団体 (だんたい)とネットワークを組み (く　)１月 (がつ)９日 (　日)より毎週 (まいしゅう)支援 (しえん)会議 (かいぎ)を行って (おこな　　)います。また会議 (かいぎ)と会議 (かいぎ)の合間 (あいま)の連絡 (れんらく)はメーリングリストで補っ (おぎな　　)ています。１月 (がつ)から２月 (　がつ)にかけては支援 (しえん)物資 (ぶっし)が中心 (ちゅうしん)でした。ネット (　)会員 (かいいん)である金沢 (かなざわ)のひまわり教室 (きょうしつ)と地域 (ちいき)支援 (しえん)センターポレポレ、石川 (いしかわ)バリアフリーツアーセンター、難民 (なんみん)を助ける (たす　　)会 (かい)などが物資 (ぶっし)支援 (しえん)に動いて (うご　　)くれました。現在 (げんざい)は障害者 (しょうがいしゃ)施設 (しせつ)の再建 (さいけん)に取り組んで (と　く　　)います。石川 (いしかわ)と新潟 (にいがた)の17かから問い合わせ (と　あ　　)があり、現地 (げんち)に向かい (む　　)事情 (じじょう)なども聞いて (き　　)きました。すでに助成 (じょせい)申請 (しんせい)が届いて (とど　　)います。
　今後 (こんご)のは奥 (おく)能登 (のと)にいる障害者 (しょうがいしゃ)個人 (こじん)の支援 (しえん)と疲れ切って (つか　き　　　)いる施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)や利用者 (りようしゃ)への慰労 (いろう)だと考えて (かんが　　　)います。和倉 (わくら)温泉 (おんせん)でマッサージの仕事 (しごと)をしていた視覚 (しかく)障害者 (しょうがいしゃ)が職 (しょく)を失い (うしな)、困って (こま　　)いるとの情報 (じょうほう)がこちらに入り (はい　)、現地 (げんち)にいるきょうされんや難民 (なんみん)を助ける (たす　　　)会 (かい)につなげ、食糧 (しょくりょう)支援 (しえん)などを行って (おこな　　　)もらいました。今後 (こんご)は大阪 (おおさか)の団体 (だんたい)を中心 (ちゅうしん)に奥 (おく)能登 (のと)に出向き (でむ　)、顔 (かお)の見える (み　　)関係 (かんけい)を増やして (ふ　　　)いきたいと考えて (かんが　　　　)います。

3/29七尾市 (ななおし)ふれあいにて。グループホームあさひ、児童 (じどう)デイサービスの避難先 (ひなんさき)で職員 (しょくいん)さんの話 (はなし)を聞く (き　)


被災地 (ひさいち)から
ゆめ風 (かぜ)でつながって

社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)ひびき　つながりの家 (いえ)（白山市 (はくさんし)） スタッフ 南 (みなみ) 舞 (まい)
ゆめ風 (かぜ)ネット加賀 (かが)から支援 (しえん)物資 (ぶっし)をお届け (　とど　)したご縁 (　　えん)で、私たち (わたし　　)「社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)ひびき」の通所 (つうしょ)事業所 (じぎょうしょ)「つながりの家 (いえ)」と「すーぷる」のメンバー（利用者 (りようしゃ)）4 (　)名 (めい)、スタッフ2名 (めい)で、の「青山 (あおやま)彩光 (さいこう)苑 (えん)」さんに応援幕 (おうえんまく)をお届け (　とど　)に行きました (い　　　)。2月 (がつ)20日 (か)（火 (か)）、から1か月半 (　げつはん)がたころです。
　地震 (じしん)が以来 (いらい)、能登 (のと)方面 (ほうめん)に行く (い　)のは6 (　)人 (にん)全員 (ぜんいん)が初めて (はじ　　)でした。事前 (じぜん)にトイレ (　　　)休憩 (きゅうけい)が可能 (かのう)な、水 (みず)が使える (つか　　)パーキングエリア (　　　　)の確認 (かくにん)をし、念のため (ねん　　　　　)携帯 (けいたい)トイレ (　　　)も用意 (ようい)して向かいました (むか　　　　　　)。「車 (くるま)で遠出 (とおで)＝楽しい (たの　　)おでかけ」が常 (つね)でしたが、今回 (こんかい)は準備 (じゅんび)のときからみんな少し (すこ　)緊張 (きんちょう)し、いつもより真剣 (しんけん)な様子 (ようす)で、この震災 (しんさい)の被害 (ひがい)の大きさ (おお　　)、能登 (のと)の人 (ひと)たちの厳しい (きび　　　)状況 (じょうきょう)をそれぞれが感じ取って (かん　と　　　)いるのだろうと思いまし (おも　　　　　)た。
　当日 (とうじつ)は曇り空 (くも　ぞら)。七尾 (ななお)に近付く (ちかづ　)にしたがって、のと里山 (さとやま)海道 (かいどう)を走る (はし　)ハイエース (　　)はガッタンガッタンと揺れる (ゆ　　)頻度 (ひんど)が増えて (ふ　　)いきます。道路 (どうろ)を盛り上げ (も　あ　)、ひび割れさせた (われ　　　　　　)地震 (じしん)の威力 (いりょく)を感じる (かん　　)とともに、まだ新しい (あたら　　)修復 (しゅうふく)箇所 (かしょ)のアスファルトの濃い (こ　)色 (いろ)から、この主要 (しゅよう)道路 (どうろ)を復旧 (ふっきゅう)させるために今 (いま)まさに能登 (のと)のために頑張って (がんば　　　)いる人 (ひと)たちがいるのだと背筋 (せすじ)が伸びる (の　　)思い (おも　)でした。また、道路 (どうろ)脇 (わき)に目 (め)を移す (うつ　)と、屋根 (やね)をブルーシートで補修 (ほしゅう)してある家 (いえ)がだんだんと多く (おお　)なり、同じ (おな　)石川 (いしかわ)県内 (けんない)なのに私たち (わたし　　　)が生活 (せいかつ)している白山市 (はくさんし)や金沢市 (かなざわし)の日常 (にちじょう)とは本当 (ほんとう)にかけ離れた (　　はな　　)現実 (げんじつ)が確か (たし　)に存在 (そんざい)することを実感 (じっかん)し、車内 (しゃない)では「あぁ…」としか言葉 (ことば)が出ません (で　　　)でした。
　出発 (しゅっぱつ)から2時間 (じかん)、「彩光 (さいこう)苑 (えん)」さんに到 (とう)着 (ちゃく)。スタッフの山下 (やました)さんが笑顔 (えがお)で出迎えて (でむか　　　)くれ、車中 (しゃちゅう)で緊張 (きんちょう)していたであろうみんなの気持ち (きも　)がほっとほどけました。昼間 (ひるま)のお忙しい (　いそが　　)時間 (じかん)にも関わらず (かか　　　　)、10名 (めい)近く (ちか　)のスタッフさんが玄関 (げんかん)に降りて (お　　)きてくれて、私たち (わたし　　　　)が作った (つく　　　)応援幕 (おうえんまく)を受け取って (う　と　　　)くれました。「おうえんしているよ」「一日 (ついたち)も早く (はや　　)水 (みず)が通る (とお　)ことをお祈り (　いの　)しています」「おげんきでね」…メッセージ (　)を書いて (か)いる時 (とき)は、大変 (たいへん)な思い (おも　)をしている最中 (さいちゅう)に、これらの言葉 (ことば)が能登 (のと)の皆さん (みな　　　)にどのように響く (ひび　)のだろうかと不安 (ふあん)もよぎりました。けれども、顔 (かお)を合わせて (あ　　　)直接 (ちょくせつ)お渡し (　わた　)できたことで、より伝えられる (つた　　　　　　　　)ものがあったと感じられ (かん　　　　　)、より受け止めて (う　と　　)もらえたという気持ち (きも　　)を抱く (だ　)ことができました。メンバーのみんなもそうだったのでしょう。長谷川 (はせがわ)さんは「能登 (のと)のために作った (つく　　　　)オリジナルソングがあるげん」と少し (すこ　)恥ずかしそう (は　　　　)に彩光 (さいこう)苑 (えん)のスタッフさんに伝え (つた　　)、「ぜひ‼ (！)」と言って (い　　)もらいその場 (ば)で歌 (うた)を披露 (ひろう)しました。上出 (かみで)さんは「利用者 (りようしゃ)さんに会いたい (あ　　　)」と自分 (じぶん)の思い (おも　)をスタッフさんに伝え (つた　)ていました。この日 (ひ)は、感染 (かんせん)予防 (よぼう)とエレベーターの作動 (さどう)の点 (てん)から利用者 (りようしゃ)さんと会う (あ　)のは難しい (むずか　　　)とのことでした。温かく (あたた　　　)迎え入れて (むか　い　　　)もらえたおかげで30分 (ぷん)という滞在 (たいざい)でも気持ち (きも　)が近しく (ちか　　)なる出会い (であ　)となり、「また、お会い (　あ　)しましょうね！」「ぜひ、また！」と大きく (おお　　)手 (て)を振り (ふ　)お別れ (　わか　)しました。
　それから3週間後 (しゅうかんご)。その「また！」がもうとは！「青山 (あおやま)彩光 (さいこう)苑 (えん)」の利用者 (りようしゃ)さん6名 (めい)とスタッフさん2名 (めい)が、「つながりの」まではるばるやって来て (き　)くれたのです。「ありがとう」のメッセージボードを持って (も　　)。春 (はる)になると敷地内 (しきちない)にきれいに咲く (さ　)という桜 (さくら)をモチーフに、皆さん (みな　　　)のお写真 (　　しゃしん)とお一人 (　ひとり)お一人 (　ひとり)からのメッセージが可愛く (かわい　)飾られた (か　　　)ものです。「ありがとう」の言葉 (ことば)以外 (いがい)にも、「みんながそろうといいな」「はやくおゆがでてほしいです」という願い (ね　)や、「負けない (ま　　)ぞー」という力強い (ちからづよ　)言葉 (ことば)に胸 (むね)がギュッとなりました。利用者 (りようしゃ)さんたちは普段 (ふだん)手話 (しゅわ)を勉強 (べんきょう)しているそうで、手話 (しゅわ)で自己 (じこ)紹介 (しょうかい)をし、「世界 (せかい)に一つ (ひと　)だけの花 (はな)」と「ふるさと」を手話歌 (しゅわうた)で披露 (ひろう)してくれ、みんなで一緒 (いっしょ)に歌いました (うた　　　　　)。皆さん (みな　　)明るく (あか　　)力強く (ちからづよ　)、月並み (つきな　)な表現 (ひょうげん)になりますが、本当 (ほんとう)にこちらが元気 (げんき)をもらってしまいました。予定 (よてい)を大幅 (おおはば)にオーバーして私たち (わたし　　　　)との交流 (こうりゅう)の時間 (じかん)を持って (も　　)くれ、とっても楽しい (たの　　)心 (こころ)和む (なご　)ひとときを過ごす (す　　)ことができました。
　あれからまたひと月 (　　　つき)が経ちました (た　　　)。刻一刻 (こくいっこく)と能登 (のと)の状況 (じょうきょう)は変わって (か　　)いることと思います (おも　　　　　)。一方 (いっぽう)で、そう早く (はや　)は変わらない (か　　　　)ままのこともあるでしょう。たくさんの不便 (ふべん)や苦労 (くろう)がある中 (なか)でもたくましく生活 (せいかつ)されている皆さん (みな　　　)に心 (こころ)を寄せ (よ　)、自分 (じぶん)たちに出来る (でき　)ことを考えて (かんが　　　)行動 (こうどう)に移して (うつ　　)いきたいと思います (おも　　　　)。


リレーエッセイ　災害 (さいがい)と　第八十回 (だいはちじゅうかい)

希望 (きぼう)の輪 (わ)　緊急 (きんきゅう)支援 (しえん)との力 (ちから)

石川 (いしかわ)バリアフリーツアーセンター　理事長 (りじちょう)　坂井 (さかい) さゆり
石川県 (いしかわけん)金沢市 (かなざわし)出身 (しゅっしん)。NPO法人 (ほうじん)石川 (いしかわ)バリアフリーツアーセンター 理事長 (りじちょう)、ゆるスポーツ協議会 (きょうぎかい) 代表 (だいひょう)、NPO法人 (ほうじん)日本 (にほん)BF観光 (かんこう)推進 (すいしん)機構 (きこう) 正会員 (せいかいいん)、法人 (ほうじん)日本 (にほん)UT (ＵＴ)推進 (すいしん)ネットワーク 正会員 (せいかいいん)、会社 (がいしゃ)塗装館 (とそうかん)エス (　　)・エス CEO、県立 (けんりつ)九谷焼 (くたにやき)技術 (ぎじゅつ)研究所 (けんきゅうしょ) 委員 (いいん)

1月 (がつ)1日 (にち)の４時 (　じ)10分 (ふん)、能登 (のと)地方 (ちほう)を襲った (おそ　　)マグニチュード7.6のが凍てつく (い　　)寒さ (さむ　)の中 (なか)で海 (うみ)を荒らし (あ　　)、山 (やま)を崩し (くず)、道路 (どうろ)を断ち切り (た　　き　　)、古く (ふる　)から続く (つづ　)家々 (いえいえ)を崩壊 (ほうかい)させ、そこに住む (す　)人 (ひと)たちが恐怖 (きょうふ)と混乱 (こんらん)に巻き込まれて (ま　こ　　　)いたその時刻 (じこく)、私 (わたし)は加賀 (かが)方面 (ほうめん)から金沢 (かなざわ)の自宅 (じたく)に帰る (かえ　)途中 (とちゅう)でした。警戒音 (けいかいおと)が鳴り響く (なりひびく)携帯 (けいたい)と激震 (げきしん)で走る (はし　)事 (こと)も出来ない (でき　　)車中 (しゃちゅう)で、何 (なに)が起きた (お　　)のかと心臓 (しんぞう)がバクバクしたのを思い出します (おも　だ　　　　　)。
２、３日 (　にち)と被災 (ひさい)状況 (じょうきょう)や社員 (しゃいん)の無事 (ぶじ)を確認 (かくにん)するも珠洲市 (すずし)に帰郷 (ききょう)していた社員 (しゃいん)とは連絡 (れんらく)が取れず (と　　)、その無事 (ぶじ)がわかったのは震災 (しんさい)から10日 (にち)も頃 (ころ)でした。
４日 (　　にち)、を問わず (と　　)余震 (よしん)が続き (つづ　)、多く (おお　)の励まし (はげ　　　)を頂き (いただ　　)気持ち (　きも　　)も落ち着き始めた (お　つ　はじ　　)頃 (ころ)、被災 (ひさい)地 (ち)の障害者 (しょうがいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)の状況 (じょうきょう)が気 (き)になり、何 (なに)かしなくてはと思い (おも　)、行政 (ぎょうせい)の災害 (さいがい)本部 (ほんぶ)に障害者 (しょうがいしゃ)・高齢者 (こうれいしゃ)への支援 (しえん)をしたいと説明 (せつめい)しましたが、それは全県 (ぜんけん)民 (みん)対象 (たいしょう)の支援 (しえん)を展開 (てんかい)する災害 (さいがい)本部 (ほんぶ)には伝わらず (つた　　　　　)、「なぜ？」と思う (おも　)と同時 (どうじ)に難しい (むずか　　　)ことを申し出て (もう　でて　)いるのだと悟りました (さと　　　　　　)。
時間 (じかん)とともに見えて (み　　)くる被災 (ひさい)はあまりにも大きく (おお　　)センター (　　　)独自 (どくじ)では何 (なに)も出来ない (でき　　)と思って (おも　　)いたところに、一般 (いっぱん)社団 (しゃだん)法人 (ほうじん)障害 (しょうがい)攻略課 (こうりゃくか)の代 (だい)表 (ひょう)の澤田 (さわだ)智 (とも)弘 (ひろ)さんから「能登 (のと)の障害者 (しょうがいしゃ)にまっすぐ届け (とど　)！」のプラットフォームを立ち上げて (た　あ　　)はどうかとの声 (こえ)がかかりました。躊躇 (ちゅうちょ)なく「立ち上げて (た　あ　　)ください。何 (なに)をすれば良い (よい)ですか？」と一筋 (ひとすじ)の光 (ひかり)を感じた (かん　　　)瞬間 (しゅんかん)でした。同時 (どうじ)にNPO法人 (ほうじん)日本 (にほん)バリアフリー推進 (すいしん)機構 (きこう)（以下 (いか)BFTC）とNPO法人 (ほうじん)日本 (にほん)ユニバーサルツーリズムネットワーク（以下JUTN）のに緊急 (きんきゅう)支援 (しえん)のお願い (おねがい)メールをしました。併せて (あわ　　)被災地 (ひさいち)の福祉課 (ふくしか)に連絡 (れんらく)すると、何 (なん)とかしなくてはと思って (おも　　　　)はいるが現状 (げんじょう)は手 (て)の付け様 (つ　よう)が無い (な　)ほど混乱 (こんらん)しているとの事 (こと)でした。「では福祉 (ふくし)施設 (しせつ)の名簿 (めいぼ)を下さい (くだ　　)。施設 (しせつ)に物資 (ぶっし)情報 (じょうほう)を伺い (うか　　)直接 (ちょくせつ)支援 (しえん)します。」「助かります (たす　　　　　　)。お願い (　ねが　)します。」の返答 (へんとう)でした。
６日 (にち)、BFTCとJUTNがのセンターに向けて (む　　)緊急 (きんきゅう)！能登 (のと)地震 (じしん)支援 (しえん)を発動 (はつどう)、即日 (そくじつ)各センター (かく　　　　)が動き (うご　)、７日 (　　にち)には被災地 (ひさいち)の障害者 (しょうがいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)に必要 (ひつよう)な物資 (ぶっし)の調達 (ちょうたつ)が始まり (はじ　　　)、11 (　　)日 (にち)には第一便 (だいいちびん)がセンター (　　　)に届けられる (とど　　　　　　)との連絡 (れんらく)が入りました (はい　　　　　　)。段 (だん)ボールベッド (　　　　　)や車 (くるま)いすなど石川 (いしかわ)のセンター (　　　　)まで直接 (ちょくせつ)物資 (ぶっし)を運んで (はこ　　　)くれるセンターもありました。その敏速 (びんそく)かつ強力 (きょうりょく)な人間力 (にんげんりょく)は、それぞれのセンターの日常的 (にちじょうてき)な地域 (ちいき)密着型 (みっちゃくがた)の障害者 (しょうがいしゃ)・高齢者 (こうれいしゃ)に向けた (む　　)活動 (かつどう)から培われた (つちか　　　　　　)もので、彼ら (かれ　)にとって今 (いま)何 (なに)が必要 (ひつよう)なのかを理解 (りかい)し速やか (すみ　　　)な支援 (しえん)活動 (かつどう)が出来た (でき　)のだと思います (おも　　　　　)。
７日 (にち)、ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)から突然 (とつぜん)メールが届いた (とど　　)。「直接 (ちょくせつ)物資 (ぶっし)の支援 (しえん)は出来ない (でき　　)ですが資金 (しきん)の助成 (じょせい)は出来ます (でき　　)」との事 (こと)、不思議 (ふしぎ)に思った (おも　　)メール (　)でしたが早速 (さっそく)連絡 (れんらく)をさせて頂き (いただ　　)お力添え (　　ちからぞ　)を頂く (いただ　)事 (こと)にしました。
10日 (にち)、攻略課 (こうりゃくか)の緊急 (きんきゅう)支援 (しえん)プラットフォーム「届け (とど　).jp」をしました。施設 (しせつ)担当者 (たんとうしゃ)たちが懸命 (けんめい)に書いた (か　　)物資 (ぶっし)情報 (じょうほう)が毎日 (まいにち)FAX (　)で届き (とど　)、いち早く (はや)このサイト上 (　　　　　　じょう)に反映 (はんえい)、全国 (ぜんこく)・世界 (せかい)の企業 (きぎょう)や個人 (こじん)に緊急 (きんきゅう)支援 (しえん)要請 (ようせい)を伝える (つた　　)重要 (じゅうよう)な手段 (しゅだん)になりました。立ち上げ (た　あ　)と同時 (どうじ)に支援 (しえん)の輪 (わ)が広がり (ひろ　　)、続々 (ぞくぞく)と応援 (おうえん)メッセージ (　　)を添えた (そ　　)支援 (しえん)物資 (ぶっし)が届けられま (とど　　　　　　)した。
緊急 (きんきゅう)を被災地 (ひさいち)の障害者 (しょうがいしゃ)・高齢者 (こうれいしゃ)にいち早く (　　はや　)届けたい (とど　　　　　)と思って (おも　　　)も、毎日 (まいにち)、朝 (あさ)早く (はや　　)から何度 (なんど)も届けられる (とど　　　　　　)物資 (ぶっし)は思う (おも　)以上 (いじょう)に膨大 (ぼうだい)で、日々 (ひび)大きな (おお　　)山 (やま)になり、仕分け (しわ　)に必要 (ひつよう)な人手 (ひとで)や配送車 (はいそうしゃ)の不足 (ふそく)など大きな (おお　　)壁 (かべ)に直面 (ちょくめん)しました。
12日 (にち)、よりセンター活動 (かつどう)を応援 (おうえん)してくれている金沢市 (かなざわし)関係者 (かんけいしゃ)や企業 (きぎょう)の方 (ほう)が物資 (ぶっし)で埋め尽くされて (う　つ　　　　)いる現状 (げんじょう)を見て (み　)配送 (はいそう)車両 (しゃりょう)の手配 (てはい)や人的 (じんてき)支援 (しえん)を頂きま (いただ　　　　)した。
配送 (はいそう)車両 (しゃりょう)がされ、多く (おお)の人的 (じんてき)支援 (しえん)も続き (つづ　)、全国 (ぜんこく)からの応援 (おうえん)メッセージと支援 (しえん)物資 (ぶっし)は毎日 (まいにち)3トン3台 (だい)以上 (いじょう)となりましたがことなく多く (おお　)の被災地 (ひさいち)の障害者 (しょうがいしゃ)・高齢者 (こうれいしゃ)施設 (しせつ)や個人 (こじん)に直接 (ちょくせつ)届ける (とど　　　)ことが出来ました (でき　　　)。被 (ひ)災者 (さいしゃ)からは感謝 (かんしゃ)の声 (こえ)もたくさん届きました (とど　　　　　　)。奇跡 (きせき)の様 (よう)な出来事 (できごと)は幾つ (いく　　)も重なり (かさ　　　　)、緊急 (きんきゅう)支援 (しえん)活動 (かつどう)は1月 (がつ)31日 (にち)まで日 (にち)続ける (つづ　　　)ことが出来ました (でき　　　　)。私 (わたし)は「届け (とど　).jp」は誰 (だれ)もが心 (こころ)の中 (なか)に持つ (も　)人 (ひと)を思う (おも　)心 (こころ)が興 (おこ)した大きな (おお)意味 (いみ)のある事 (こと)だったのだと思います (おも　　　　　)。
私たち (わたし　　　)はこの活動 (かつどう)を通し (とお　　)、災害 (さいがい)に直面 (ちょくめん)し緊急 (きんきゅう)を要する (よう　　)障害者 (しょうがいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)への支援 (しえん)において、日常 (にちじょう)の活動 (かつどう)から培われる (つちか　　　　)「信頼 (しんらい)と連帯 (れんたい)が繋ぐ (つな　)限り (かぎ)無く (な　)強い (つよ　　)人間力 (にんげんりょく)」がいかに重要 (じゅうよう)なものであるか、その支援 (しえん)が確か (たし　)に被災 (ひさい)した人 (ひと)達 (たち)の明日 (あした)への光 (ひかり)を灯す (とも　)大きな (おお　　)力 (ちから)になる事 (こと)を知 (し)りました。今回 (こんかい)、この様 (よう)な規模 (きぼ)の支援 (しえん)活動 (かつどう)が敏速 (びんそく)に出来た (でき　)のは、紛れ (まぎ　)もなく一人 (ひとり)ひとりが心 (こころ)を寄せ合い (よ　あ　)、人々 (ひとびと)が支え合う (ささ　あ　　)、皆様 (みなさま)からの支援 (しえん)の輪 (わ)、連携 (れんけい)と信頼 (しんらい)の力 (ちから)が奇跡 (きせき)とも思える (おも　　　)ような大きな (おお　　)緊急 (きんきゅう)支援 (しえん)活動 (かつどう)に繋がった (つな　　　　)のだと心 (こころ)からの感謝 (かんしゃ)と御礼 (おれい)を申し上げます (もう　あ　　　　　)。


■ゆめ風 (かぜ)30 (　　)年 (ねん)企画 (きかく)　第2回 (だい　かい)
2025年 (ねん)(来年 (らいねん))は、阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)から30年 (ねん)、ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)発足 (ほっそく)30年 (ねん)を迎えます (むか　　　　　)。過去 (かこ)の災害 (さいがい)を忘れず (わす　　)伝え続ける (つた　つづ　　　)ため、発災 (はっさい)当時 (とうじ)、救援 (きゅうえん)活動 (かつどう)の中心 (ちゅうしん)として活動 (かつどう)されていた方々 (かたがた)に当時 (とうじ)の様子 (ようす)を振り返って (ふ　　かえ　　　)いただきます。
仲間 (なかま)たちとの奮闘 (ふんとう)をふりかえって
　稲葉 (いなば) 通 (みち)太 (お)
大阪 (おおさか)府立 (ふりつ)堺 (さかい)聴覚 (ちょうかく)支援 (しえん)学校 (がっこう)教員 (きょういん)、NPO法人 (ほうじん)デフサポートおおさか　副理事長 (ふくりじちょう)、マイクロソフトMVP for PowerPoint　　　

阪神 (はんしん)淡路 (あわじ)大震災 (だいしんさい)の年 (とし)、私 (わたし)は兵庫県 (ひょうごけん)尼崎市 (あまがさきし)在住 (ざいじゅう)で35歳 (さい)だった。被災 (ひさい)したが被害 (ひがい)は比較的 (ひかくてき)軽微 (けいび)だったので、翌日 (よくじつ)から被災 (ひさい)地域 (ちいき)の聴覚 (ちょうかく)障害者 (しょうがいしゃ)の安否 (あんぴ)確認 (かくにん)を開始 (かいし)し、その後 (　　ご)、神戸 (こうべ)の被災地 (ひさいち)障害者 (しょうがいしゃ)センターとも共同 (きょうどう)して、生活 (せいかつ)支援 (しえん)・生活 (せいかつ)再建 (さいけん)の取り組み (と　く　)を仲間 (なかま)たちと取り組んだ (と　く)。聴覚 (ちょうかく)障害者 (しょうがいしゃ)にとって何より (なに)大きな (おお)課題 (かだい)となったのは情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)の不十分さ (ふじゅうぶん　　)であったので、特 (とく)に公共 (こうきょう)放送 (ほうそう)機関 (きかん)であるNHKに対して (たい　　　)テレビニュースに手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)・字幕 (じまく)を設置 (せっち)する署名 (しょめい)運動 (うんどう)を大阪 (おおさか)・神戸 (こうべ)・京都 (きょうと)・名古屋 (なごや)の各地 (かくち)で取り組み (と　く　)、交渉 (こうしょう)も行った (おこな　　　)。
　そして、被災 (ひさい)体験 (たいけん)を教訓 (きょうくん)に聴覚 (ちょうかく)障害者 (しょうがいしゃ)が日常的 (にちじょうてき)に集い (つど　)、情報 (じょうほう)交換 (こうかん)し、さまざまなことに取り組む (と　く　)ことができる場 (ば)を立ち上げよう (た　あ　　　)ということになったのだが、兵庫県 (ひょうごけん)では基盤 (きばん)が弱かった (よわ　　　　)ため、大阪 (おおさか)市内 (しない)での設立 (せつりつ)をめざし、1997年 (ねん)に「ろう者 (しゃ)の生きる (い　　)場 (ば)・働く (はたら　)場 (ば)　～デフワークス～」を大阪市 (おおさかし)生野区 (いくのく)に開設 (かいせつ)した。2006年 (ねん)に大阪市 (おおさかし)中央区 (ちゅうおうく)の谷町 (たにまち)4丁目 (ちょうめ)に移転 (いてん)しカフェも併設 (へいせつ)。今年 (ことし)で27年 (ねん)。すごいときは50名 (めい)もの聴覚 (ちょうかく)障害者 (しょうがいしゃ)や手話 (しゅわ)に関わる (かか　　　　)人 (ひと)たちが集う (つど　)場 (ば)、コミュニティであった。
　つけ加えて (くわえて)おくと、運営 (うんえい)主体 (しゅたい)であるNPO (ＮＰＯ)法人 (ほうじん)デフサポートおおさかは2007年 (ねん)に設立 (せつりつ)しているが、その前身 (ぜんしん)は全障連 (ぜんしょうれん)（全国 (ぜんこく)障害者 (しょうがいしゃ)解放 (かいほう)運動 (うんどう)連絡 (れんらく)会議 (かいぎ)）と関わり (かか　　)が強か (つよ　)った「草 (くさ)の根 (ね)ろうあ者 (しゃ)こんだん会 (かい)」である。同会 (どうかい)は1984年 (ねん)に結成 (けっせい)されたので今年 (ことし)でちょうど結成 (けっせい)40周 (しゅう)年 (ねん)となる。ほんとうにいろんな人 (ひと)たちが結集 (けっしゅう)し、いろんな人 (ひと)たちに支えられて (ささ　　　　　　　　)歩んで (あゆ　　　)きた40年 (ねん)だった。その中 (なか)には故人 (こじん)となられた方 (かた)も多 (おお)い。あらためて共同 (きょうどう)に感謝 (かんしゃ)したい。
　歯 (は)を食いしばって (く　　　　)続けて (つづ　　　)きたが、しかし、コロナ禍 (か)を機 (き)に社会 (しゃかい)情勢 (じょうせい)が大きく (おお　　)変わり (か　　)、バトンタッチ (ばとんたっち)する人 (ひと)もいない中 (なか)、物理的 (ぶつりてき)な場 (ば)の維持 (いじ)・継続 (けいぞく)は困難 (こんなん)と判断 (はんだん)し、心残り (こころのこ　)ではあるがこの拠点 (きょてん)を2024年 (ねん)3月 (がつ)31日 (にち)をもって終了 (しゅうりょう)することにした。ゆめ風 (かぜ)基金 (ききん)の皆 (みな)さまにも多大 (ただい)なご支援 (　しえん)をいただいたことに感謝 (かんしゃ)する次第 (しだい)である。
　多く (おお　)の仲間 (なかま)たちと奮闘 (ふんとう)した年月 (ねんげつ)。対立 (たいりつ)や別れ (わか　)もたびたびあったが、間違いなく (まちが　　　　　)我々 (われわれ)の「城 (しろ)」であった。しかし、「落城 (らくじょう)」では決して (け　　)ない。仲間 (なかま)とともに歩んだ (あゆ　　　)道 (みち)はたしかに残っ (のこ　　)ている。ここで終点 (しゅうてん)にするつもりはまったくない。また違った (ちが　　)形 (かたち)での新た (あら　　)な出発 (しゅっぱつ)を考えて (かんが　　　)いる。今後 (こんご)とも、共同 (きょうどう)をお願い (　ねが　)します！


■応援団 (おうえんだん)からこんにちはvol.9
災害 (さいがい)時 (じ)にはより小さな (ちい　　　)地域 (ちいき)単位 (たんい)、「町 (まち)」や「村 (むら)」での情報 (じょうほう)が必要 (ひつよう)になってきます。そこで、いざ、災害 (さいがい)が発生 (はっせい)したときに「地域 (ちいき)単位 (たんい)」で情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)してくださる団体 (だんたい)を募集 (ぼしゅう)することにしました。それが「ゆめ風 (かぜ)応援団 (おうえんだん)」です。
「ゆめ風 (かぜ)応援団 (おうえんだん)」のみなさんからの自己 (じこ)紹介 (しょうかい)をかねたメッセージ (めっせーじ)をお届け (　とど　)するシリーズ第９弾 (だい　だん)！
自立 (じりつ)生活夢 (せいかつゆめ)宙 (ちゅう)センター　事務局 (じむきょく)次長 (じちょう)　馬場 (ばば)　直樹 (なおき)
　自立 (じりつ)生活夢 (せいかつゆめ)宙 (ちゅう)センターは、大阪市 (おおさかし)住之江区 (すみのえく)で活動 (かつどう)をしています。どんな重度 (じゅうど)な障害 (しょうがい)があっても地域 (ちいき)で自分 (じぶん)らしく自立 (じりつ)生活 (せいかつ)ができる社会 (しゃかい)を目指し (めざ)、障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)が主体 (しゅたい)となって活動 (かつどう)をしている団体 (だんたい)です。
　夢 (む)宙 (ちゅう)センターでは、障害者 (しょうがいしゃ)だけじゃなく健 (けん)常者 (じょうしゃ)（ヘルパー）皆 (みんな)が自分 (じぶん)らしく元気 (げんき)に活動 (かつどう)できる居場所づくり (いばしょ　　　　)を大切 (たいせつ)にしています。また、昨年 (さくねん)の10 (　　)月 (がつ)より代表 (だいひょう)の夢 (ゆめ)の1 (　)つだった、居酒屋 (いざかや)【居 (い)楽屋 (らくや)ごりら】をオープン。昼間 (ひるま)は、地域 (ちいき)のイベントやミーティング場 (ば)所 (しょ)として、夜 (よる)は居酒屋 (いざかや)として、地域 (ちいき)の人 (ひと)たちにとっての居場所 (いばしょ)にもなりつつあります。
　夢 (む)宙 (ちゅう)センターでは、2011年 (ねん)の東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)支援 (しえん)としてみちのくTRYや毎年 (まいとし)長居 (ながい)公園 (こうえん)で行 (おこな)われているポジティブキャンペーンに参加 (さんか)をしてきました。2016年 (ねん)の熊本 (くまもと)地震 (じしん)の時 (とき)には、大阪 (おおさか)の自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センターと障 (しょう)大連 (だいれん)をはじめとする事業所 (じぎょうしょ)、ゆめ風 (かぜ)と連携 (れんけい)し関西 (かんさい)実行 (じっこう)委員会 (いいんかい)を立ち上げ (た　あ　)、熊本 (くまもと)の被災地 (ひさいち)障害者 (しょうがいしゃ)センターに多く (おお　)のヘルパーやコーディネーターを派遣 (はけん)してきました。
　2024年 (ねん)1月 (がつ)1日 (にち)に石川県 (いしかわけん)能登 (のと)半島 (はんとう)で発生 (はっせい)した、令和 (れいわ)6年 (ねん)能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)で多く (おお　)の方 (ほう)が被災 (ひさい)されました。心 (こころ)よりお見舞い (　みま　)もうしあげます。1日 (にち)もはやく安心 (あんしん)した生活 (せいかつ)を取り戻せ (と　もど　)るよう、2月 (がつ)には街頭 (がいとう)募金 (ぼきん)活動 (かつどう)をスタートさせました。これからもいろんな形 (かたち)で「応援団 (おうえんだん)」として厳 (きび)しい環境 (かんきょう)にある仲間 (なかま)を元気 (げんき)にさせるをモットーに活動 (かつどう)を続け (つづ　)ていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ゆめ風 (かぜ)応援団 (おうえんだん)とは…
現在 (げんざい)、ゆめ風 (かぜ)ネットは全国 (ぜんこく)に39ヶ所 (かしょ)ありますが、災害 (さいがい)時 (じ)にはより小さい (ちい　　　　)範囲 (はんい)での情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)が必要 (ひつよう)となります。災害 (さいがい)時、ゆめ風 (かぜ)応援団 (おうえんだん)の方 (かた)には、いち早く (　　　はや　)障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)を行う (おこなう)ために、現地 (げんち)の被害 (ひがい)状況 (じょうきょう)の報告 (ほうこく)などをお願い (おねがい)しています。会費 (かいひ)は必要 (ひつよう)ありません。
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■カンパを頂いた (いただ　　　)団体 (だんたい)　2024/01-2024/02
能登 (のと)半島 (はんとう)地震発災後 (じしんはっさいご)から、たくさんの個人 (こじん)や団体 (だんたい)の方々 (かたがた)よりご寄付 (　きふ)いただいております。心 (こころ)より感謝い (かんしゃ　　)たします。３月分 (がつぶん)は次号 (じごう)で掲載 (けいさい)させていただきます。

1/9 久保田 (くぼた)潤一 (じゅんいち)朗 (ろう)クリニック（豊島区 (としまく)）、共同連 (きょうどうれん)愛媛 (えひめ)（松山市 (まつやまし)）
1/10 ネットきくがわ（菊川市 (きくがわし)）、MCKコミュニティ（春日部市 (かすかべし)）、ビー・カンパニー（岐阜市 (ぎふし)）
1/11 喫茶 (きっさ)Bouquetぶーけ（札幌市 (さっぽろし)）
1/15 わっこ自立 (じりつ)福祉会 (ふくしかい)（上田市 (うえだし)）
1/16 かたつむり（大船渡市 (おおふなとし)）、世界 (せかい)宗教者 (しゅうきょうしゃ)平和 (へいわ)会議 (かいぎ)日本 (にほん)委員会 (いいんかい)（杉並区 (すぎなみく)）、和太鼓 (わだいこ)サークルどん舞 (まい)（堺市 (さかいし)）
1/18 そよかぜ（箕面市 (みのおし)）　
1/19 あおば（福島市 (ふくしまし)）、ペンギンの会 (かい)（京都市 (きょうとし)）
1/20 東大阪市 (ひがしおおさかし)ボランティア連絡会 (れんらくかい)（東大阪市 (ひがしおおさかし)）
1/22 ホームベース（枚方市 (ひらかたし)）、吹田市 (すいたし)障害者協 (しょうがいしゃきょう)議会 (ぎかい)（吹田市 (すいたし)）、でんでん虫 (むし)の会 (かい)（加東市 (かとうし)）、　ゆのん（札幌市 (さっぽろし)）
1/22 福岡 (ふくおか)県立 (けんりつ)特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)福岡 (ふくおか)高等 (こうとう)学園 (がくえん)分会 (ぶんかい)（筑紫野市 (ちくしのし)）
1/23 どろんこの会 (かい)（入間市 (いるまし)）
1/25 くるん（大阪市 (おおさかし)）、共 (とも)に結 (ゆい)(江戸川区 (えどがわく)）、ミニヨンペットショップ（川西市 (かわにしし)）、ひまわり教室 (きょうしつ)（金沢市 (かなざわし)）
1/26 たからばこ（南房総市 (みなみぼうそうし)）、障害者 (しょうがいしゃ)と暮らし (く　　)をつくる会 (かい)（福山市 (ふくやまし)）、なごみ薬局 (やっきょく)（松山市 (まつやまし)）、　おとぎ保育 (ほいく)園 (えん)（綾瀬市 (あやせし)）、障 (しょう)がい者 (しゃ)ベース石巻 (いしのまき)にょっきり団 (だん)（石巻市 (いしのまきし)）、聖 (せい)バルナバ病院 (びょういん)礼拝堂 (れいはいどう)（大阪市 (おおさかし)）、アヒルストア（渋谷区 (しぶやく)）
1/27 Jーpal（大阪市 (おおさかし)）
1/29 京都市 (きょうとし)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)連合会 (れんごうかい)（京都市 (きょうとし)）、自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センターPingあおもり（青森市 (あおもりし)）、自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター松山 (まつやま)（松山市 (まつやまし)）、ぶったぁ福祉会 (ふくしかい)（淡路市 (あわじし)）、芙蓉 (ふよう)産業 (さんぎょう)株式 (かぶしき)会社 (がいしゃ)（大阪市 (おおさかし)）、作業所 (さぎょうしょ)ゆう（三田市 (さんだし)）
1/30 八幡浜市 (やわたはまし)コスモス作業所 (さぎょうじょ)（八幡浜市 (やわたはまし)）、シティライト（神戸市 (こうべし)）
1/31 ふよう土 (ど)2100（郡山市 (こおりやまし)）
1/31 阿 (あ)星山 (ぼしやま)診療所 (しんりょうじょ)（湘南市 (しょうなんし)）、みたか街 (まち)かど自立 (じりつ)センター（三鷹市 (みたかし)）、 TOLI (とり)協会 (きょうかい)（世田谷区 (せたがやく)）、ユーダ（大阪市 (おおさかし)）、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)センターひまわり（豊中市 (とよなかし)）
2/1 共同連 (きょうどうれん)えひめ（松山市 (まつやまし)）、みたか街 (まち)かど自立 (じりつ)センター（三鷹市 (みたかし)）、あおぞら湯 (ゆ)（大阪市 (おおさかし)）
2/2 あそびの会 (かい)（箕面市 (みのおし)）、昭栄 (しょうえい)（箕面市 (みのおし)）
2/5 FMG（港区 (みなとく)）、さんりく・こすもす（大舟 (だいふな)渡市 (とし)）、障害者 (しょうがいしゃ)問題 (もんだい)を考える (かんが　　)兵庫県 (ひょうごけん)連絡 (れんらく)会議 (かいぎ)（神戸市 (こうべし)）
2/6 自立 (じりつ)生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター (　　　　)富山 (とやま)（富山市 (とやまし)）、スッテプワン（伊勢市 (いせし)）、津山 (つやま)ベース (　　　)（登米市 (とめし)）
2/7 大杉 (おおすぎ)の里 (さと)（上越市 (じょうえつし)）、大阪 (おおさか)精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)連絡協 (れんらくきょう)議会 (ぎかい)（枚方市 (ひらかたし)）、路交館 (ろこうかん)（大阪市 (おおさかし)）
2/8 楽風 (らふ)（さいたま市 (し)）、障害者 (しょうがいしゃ)地域 (ちいき)生活 (せいかつ)応援団 (おうえんだん)あかね（川西市 (かわにしし)）、プール幼稚園 (ようちえん)（大阪市 (おおさかし)）、　 ZUTTO（豊中市 (とよなかし)）、なこそ授産所 (じゅさんしょ)（いわき市 (し)）
2/9 やまばとコーラス（堺市 (さかいし)）、自立 (じりつ)支援 (しえん)協会 (きょうかい)（堺市 (さかいし)）、豊能 (とよの)障害者 (しょうがいしゃ)労働 (ろうどう)センター（箕面市 (みのおし)）、
北巣本 (きたすもと)福祉会 (ふくしかい)北巣 (きたす)本 (もと)保育園 (ほいくえん)（門真市 (かどまし)）、アクセスホームさくら（二本松市 (にほんまつし)）
2/10 コーヒータイム（二本松市 (にほんまつし)）
2/13 出発 (たびだち)のなかまの会 (かい)（大阪市 (おおさかし)）、沖縄 (おきなわ)県立 (けんりつ)那覇 (なは)みらい支援 (しえん)学校 (がっこう)、アルビーノ（さいたま市 (し)）、かくの木 (き)（新座市 (にいざし)）
2/14 間歇 (かんけつ)泉 (せん)（大村市 (おおむらし)）、堺 (さかい)みなみ・くるみの樹 (き)家族会 (かぞくかい)（堺市 (さかいし)）、共働 (きょうどう)事業所 (じぎょうしょ)「かすみ荘 (そう)」（河内長野市 (かわちながのし)）、みのおフェアトレードの会 (かい)　楓 (かえで)（箕面市 (みのおし)）
2/15 みやぎ身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)サポートクラブ（栗原市 (くりはらし)）
2/16 八木 (やぎ)一男 (かずお)福祉会 (ふくしかい)（宇陀市 (うだし)）、つなぐ（神戸市 (こうべし)）、自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センターリングリング（神戸市 (こうべし)）、とちぎ労働 (ろうどう)福祉 (ふくし)事業団 (じぎょうだん)（宇都宮市 (うつのみやし)）
2/18 共育 (きょういく)を考える (かんが　　)会 (かい)（仙台市 (せんだいし)）
2/19 夢 (ゆめ)工房 (こうぼう)こばちゃん（八頭郡 (やずぐん)）、吹田障 (すいたしょう)がい者協 (しゃきょう)議会 (ぎかい)（吹田市 (すいたし)）
2/20 箕面市 (みのおし)人権 (じんけん)啓発 (けいはつ)推進協 (すいしんきょう)議会 (ぎかい)　トッキの会 (かい)（箕面市 (みのおし)）、箕面市 (みのおし)人権 (じんけん)啓発 (けいはつ)推進協 (すいしんきょう)議会 (ぎかい)　互 (ご)礼会 (れいかい)（箕面市 (みのおし)）、聖霊 (せいれい)乳児院 (にゅうじいん)職員 (しょくいん)一同 (いちどう)（金沢市 (かなざわし)）、南部 (なんぶ)障害者 (しょうがいしゃ)解放 (かいほう)センター（堺市 (さかいし)）
2/21 点字 (てんじ)サークル・ライト（高松市 (たかまつし)）、ゆめ風 (かぜ)ネットしまね（太田市 (おおたし)）、障害児 (しょうがいじ)・者 (しゃ)の生活 (せいかつ)と教育権 (きょういくけん)を保障 (ほしょう)しよう淀川 (よどがわ)・東淀川 (ひがしよどがわ)区民 (くみん)の会 (かい)（大阪市 (おおさかし)）、みんなの労働 (ろうどう)文化 (ぶんか)センター（尼崎市 (あまがさきし)）
2/26 みたか街 (まち)かど自立 (じりつ)センター（三鷹市 (みたかし)）
2/27 上福岡 (かみふくおか)障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)センター21（ふじみ野市 (のし)）、サン・フレッシュ・メイト（東松山市 (ひがしまつやまし)）
2/28 花 (はな)の会 (かい)（高槻市 (たかつきし)）
2/29 福島 (ふくしま)の子ども (こども)たち香川 (かがわ)へおいでプロジェクト（高松市 (たかまつし)）


■事務局 (じむきょく)の動 (うご)き2024/1～3
2024年 (ねん)1 (１)月 (がつ)から3 (３)月 (がつ)の動き (うご　)を一部 (いちぶ)ご紹介 (　しょうかい)します。
毎週 (まいしゅう)月曜日 (げつようび)：事務局 (じむきょく)会議 (かいぎ)　毎週 (まいしゅう)金曜日 (きんようび)：新HP (しん　　　)打合せ (うちあわせ)　1/9より毎週 (まいしゅう)火曜日 (かようび)に能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)支援 (しえん)会議 (かいぎ)

1/2 事務 (じむ)局員 (きょくいん)の緊急 (きんきゅう)招集 (しょうしゅう)
1/12 通信 (つうしん)発送 (はっそう)作業 (さぎょう)
1/15 臨時 (りんじ)理事会 (りじかい)
1/17 岸和田市 (きしわだし)講演 (こうえん)
1/18 おおさか災害 (さいがい)支援 (しえん)支援 (しえん)ネットワーク（OSN）会議 (かいぎ)
1/19 通信 (つうしん)106号 (ごう)編集 (へんしゅう)会議 (かいぎ)
1/20 茨木市 (いばらきし)講演 (こうえん)
1/21・22 通信 (つうしん)臨時号 (りんじごう)発送 (はっそう)作業 (さぎょう)
1/26 中学生 (ちゅうがくせい)プロジェクト（摂津 (せっつ)3中 (ちゅう)）
1/26～29 能登 (のと)半島 (はんとう)現地 (げんち)調査 (ちょうさ)
1/27 京都市 (きょうとし)講演 (こうえん)
1/31 大阪 (おおさか)救援 (きゅうえん)本部 (ほんぶ)会議 (かいぎ)
2/3 富山市 (とやまし)講演 (こうえん)
2/6 通信 (つうしん)106号 (ごう)編集 (へんしゅう)会議 (かいぎ)
2/9 沖縄 (おきなわ)講演 (こうえん)
2/27 沖縄 (おきなわ)講演 (こうえん)
2/29 ポジティブ文化 (ぶんか)交流 (こうりゅう)祭 (さい)会議 (かいぎ)
3/1 ＢＣＰ研究会 (けんきゅうかい)
3/6・7 通信 (つうしん)106号 (ごう)発送 (はっそう)作業 (さぎょう)
3/9 街頭 (がいとう)カンパ
3/11 OSN能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)情報 (じょうほう)連携 (れんけい)会議 (かいぎ)
3/13 大阪 (おおさか)救援 (きゅうえん)本部 (ほんぶ)会議 (かいぎ)
3/14 京 (きょう)田辺市 (たなべし)講演 (こうえん)
3/15 通信 (つうしん)107号 (ごう)編集 (へんしゅう)会議 (かいぎ)
3/16 総会 (そうかい)
3/17 能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)報告会 (ほうこくかい)
3/21 理事会 (りじかい)
3/27 大阪市 (おおさかし)講演 (こうえん)

■会計 (かいけい)報告 (ほうこく)（別紙 (べっし)）


■そよ風 (かぜ)、つむじ風 (かぜ)、六甲 (ろっこう)おろし/ (・)各地 (かくち)からの風だ (かぜ　)より/2024.1-2024.3
▼いつも送って (おく　　　)頂き (いただ　)、ありがとうございます。能登 (のと)地震 (じしん)の被災者 (ひさいしゃ)支援 (しえん)よろしくお願 (ねが)いします。私 (わたし)も腎 (じん)透析 (とうせき)の障害者 (しょうがいしゃ)で他人事 (たにんごと)ではいられません（一関市 (いちのせきし)）
▼舞台 (ぶたい)の売り上げ (う　あ　)からです。能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)に使って (つか　　)いただけましたら（鎌倉市 (かまくらし)）
▼「生きる (い　　)力 (ちから)」を信じ (しん　)、願い (ねが　)をこめて。生 (い)きましょう！！（名古屋市 (なごやし)）
▼政府 (せいふ)のやる気 (き)のなさに腹 (はら)が立つ (た　)！（岩出市 (いわでし)）
▼能登 (のと)地震 (じしん)のニュースをみて、私 (わたし)たちは、「もっとこの国 (くに)に住む (す　)人 (ひと)たちをしっかりまもってください！」と政府 (せいふ)に対して (たい　　)言わ (い　)なければならないと思 (おも)いました。みんな、もっと怒れ (おこ　)！と（枚方市 (ひらかたし)）
▼被災 (ひさい)された方々 (かたがた)のお腹 (　なか)や心 (こころ)をあたためるお手伝い (てつだい)に少し (すこ　)でもなれば（台東区 (たいとうく)）
▼「ゆめ風中 (かぜちゅう)学生 (がくせい)プロジェクト」すばらしいです（京都市 (きょうとし)）
▼「報道 (ほうどう)に流されない (なが　　　　　　)小さな (ちい　　)声 (こえ)を少し (すこ　)でも多く (おお　)拾い (ひろ　)あげたい」に共鳴 (きょうめい)し、送金 (そうきん)させていただきます（堺市 (さかいし)）
▼ひまわり教室 (きょうしつ)を通じて (つう　　)「ゆめ風 (かぜ)」を知 (し)りました。どうかお役立 (やくだ)てください。能登 (のと)震災 (しんさい)でままならない暮らし (く　　)をしている人 (ひと)達 (たち)へ！（金沢市 (かなざわし)）
▼小さな (ちい　　)声 (こえ)をしっかり拾い上げて (ひろ　　あ　　　　)ください。期待 (きたい)しております。よろしくお願い (　ねが　)致します (いた　　　　)（大田区 (おおたく)）
▼「ハチドリの一 (いっ)滴 (てき)」です。出来る (でき　)ことを見つけて (み　　　)行こう (い　　)と思います (おも　　　)（八尾市 (やおし)）
▼できればふるさと富山 (とやま)へ（大阪市 (おおさかし)）
▼妹 (いもうと)の家族 (かぞく)８人 (　　にん)も正月 (しょうがつ)を能登 (のと)町 (ちょう)で迎え (むか　)、避難所 (ひなんじょ)生活 (せいかつ)となってしまいました。きめ細か (こま　)な支援 (しえん)の一助 (いちじょ)となればと思います (おも　　　)（松戸市 (まつどし)）
▼フクシマが目途 (めど)もたたないのに志賀 (しか)原発 (げんぱつ)も心配 (しんぱい)です（河東郡 (かとうぐん)）
▼寄付 (きふ)金 (きん)をためこんでのんびり配布 (はいふ)する団体 (だんたい)より迅速 (じんそく)に活動 (かつどう)し、迅速 (じんそく)に活用 (かつよう)して頂ける (いただ　　　)団体 (だんたい)に寄付 (きふ)します（新宿区 (しんじゅくく)）
▼５年前 (ねんまえ)常 (じょう)総市鬼怒 (そうしきぬ)川 (がわ)大氾濫 (だいはんらん)の折 (おり)、ふるさとの町 (まち)（森下町 (もりしたちょう)）の「さぼてん」施設 (しせつ)に入 (はい)って援助 (えんじょ)してくださり喜び (よろこ　)この上 (うえ)ありませんでした。今度 (こんど)は石川県 (いしかわけん)をおねがいします（渋谷区 (しぶやく)）
▼被災 (ひさい)３県 (　けん)の自主 (じしゅ)避難 (ひなん)されている障害者 (しょうがいしゃ)の方々 (かたがた)に（豊中市 (とよなかし)）
▼報道 (ほうどう)に流れない (なが　　　)小さな (ちい　　　)声 (こえ)に！！（松戸市 (まつどし)）
▼政府 (せいふ)や自治体 (じちたい)はどうしてもっといい手立て (てだて)を打てない (う　　　)のかはがゆい思 (おも)いです（加古川市 (かこがわし)）
▼能登 (のと)作業所 (さぎょうしょ)の皆様 (みなさま)の少し (すこ　)でも助け (たす　)になれば（東京都北区 (とうきょうときたく)）
▼能登 (のと)の障 (しょう)がい者 (しゃ)が災禍 (さいか)から守られます (まも　　　　　)様 (よう)に（長岡京市 (ながおかきょうし)）
▼がんばって！！ふんばって！！（胆沢郡 (いさわぐん)）
▼重度 (じゅうど)の障 (しょう)がい者 (しゃ)をかかえている親 (おや)です。1 (１)日 (にち)も早く (はや　)日常 (にちじょう)を取り戻せる (と　もど　　)よう祈る (いの)ばかりです。微力 (びりょく)ですがお役に立てれば (　やく　た　　　　)幸い (さいわ　)です、がんばれ能登 (のと)半島 (はんとう)（沼津市 (ぬまづし)）
▼今 (いま)こそ国民 (こくみん)一人一人 (ひとりひとり)が政治家 (せいじか)のやっていることをしっかり見て (み　)声 (こえ)を上げて (あ　　)いく時 (とき)です（佐久市 (さくし)）
▼機能 (きのう)する福祉 (ふくし)避難所 (ひなんしょ)が求められます (もと　　　　　　)（札幌市 (さっぽろし)）
▼目 (め)に見えにくい (み　　　)方々 (かたがた)にも届きます (とど　　　　　)ように（下関市 (しものせきし)）
▼一緒 (いっしょ)にがんばりましょう。私たち (わたし　　)も障 (しょう)がい者 (しゃ)施設 (しせつ)です。なかま、スタッフ、皆 (みな)で集め (あつ　)ました！（東松山市 (ひがしまつやまし)）
▼大震災 (だいしんさい)１３年目 (ねんめ)でまだ３万人 (まんにん)避難者 (ひなんしゃ)、心 (こころ)痛 (いた)みます。日常 (にちじょう)のありがたさを思い (おも　)寄付 (きふ)させて頂きます (いただ　　　　)（世羅郡 (せらぐん)）

■編集 (へんしゅう)後記 (こうき)　
能登 (のと)半島 (はんとう)地震 (じしん)から半年 (はんとし)が経過 (けいか)しました。今回 (こんかい)の会計 (かいけい)報告 (ほうこく)では３月 (　がつ)までの物資 (ぶっし)支援 (しえん)が中心 (ちゅうしん)ですが、４月 (　がつ)以降 (いこう)には建物 (たてもの)改修 (かいしゅう)などの支援 (しえん)が増え (ふ　)ています。しかし未だ (いま　)改修 (かいしゅう)予定 (よてい)のたたない障害者 (しょうがいしゃ)事業所 (じぎょうしょ)もあります。また３月 (がつ)末 (まつ)で職員 (しょくいん)が辞めた (や　　)り、利用者 (りようしゃ)が他 (た)の市町村 (しちょうそん)に移り (うつ　)住んだり (す　　)して、事業所 (じぎょうしょ)存続 (そんぞく)の危機 (きき)を迎え (むか　)ているところもあります。私た (わたし　　)ちは、しっかり被災地 (ひさいち)に寄り添いながら (よ　そ　　　　)支援 (しえん)を続けて (つづ　　)まいります。
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